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前号では，野菜缶詰主要品目の「たけのこ」「アスパラ
ガス」の供給事情，市場動向，これまでの歴史について
解説したが，今号では「スイートコーン」「マッシュルー
ム」「トマト」について解説する．幅広い利用用途があ
るこれら品目は，近年の国内供給面では輸入品が国産品
より優位にある状態が続いている．

1930年代に北洋で鮭鱒缶詰を製造した工船の代表，信濃丸,
その前身は北米航路の華やかな定期船だった．日露戦争で
は仮装巡洋艦，晩年は引揚船と役割を変えた．本稿は，数
奇な船歴を経た「信濃丸」のあとを遡り，日本の海洋力の
将来を考える．

缶詰パッカーによる共同出資により設立されたのち，合
弁体制を経て独り立ちを達成した．ドライパック加工に
代表される高い技術力とチャレンジ精神により多様な食
品加工を手掛ける．防災食の開発等，社会的課題にも対
応しつつ，先代が社名をもじって標榜した「TO 明日」を
受け継ぎ，明日に向かって伸びる企業に育てていく．
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